
第
四
十
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

設
置
者・園
長
全
国
研
修
大
会

第
四
十
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

設
置
者・園
長
全
国
研
修
大
会

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
、
圧
巻
の
演

奏
に
会
場
か
ら
喝
采
を
浴
び
た
。

行
政
報
告
①

演
題　
「
幼
児
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」　

講
師　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　

幼
児
教
育
課
長　

石
田
　
善
顕 

氏

国
内
の
幼
児
教
育
の
現

状
を
説
明
し
、
外
国
人
児

童
や
特
別
支
援
児
が
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

示
し
、
幼
保
小
の
接
続
に

つ
い
て
は
諸
外
国
の
実
態
を
説
明
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
行
政
の

役
割
の
重
要
性
を
説
い
た
。
質
の
高
い
幼

児
教
育
は
将
来
の
所
得
の
向
上
や
生
活
保

護
受
給
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
教
育
の

効
果
は
受
け
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
社
会

に
対
し
て
も
効
果
が
大
き
い
と
話
さ
れ
た
。

行
政
報
告
②

演
題　
「
保
育
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
」

講
師　
こ
ど
も
家
庭
庁
生
育
局　

生
育
基
盤
企
画
課
長　

横
田
　
愛 

氏

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
の
現
状
を
説

明
し
、
保
育
政
策
の
新
た

な
方
向
性
と
し
て
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質

の
高
い
保
育
の
確
保
・
充
実
、
保
育
人
材

の
確
保
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
に
よ
る
業

務
改
善
を
示
し
た
。
そ
し
て
次
年
度
か
ら

本
格
実
施
さ
れ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
に
つ
い
て
意
義
や
準
備
事
務
フ

ロ
ー
な
ど
全
体
像
を
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
た
。

大
会
テ
ー
マ

「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
の
幼
児
教
育
の
充

実
・
発
展
を
考
え
合
う
」
～
社
会
状
況
の

変
化
を
乗
り
越
え
る
園
を
目
指
し
て
～

記
念
講
演

演
題　
「
大
切
な
忘
れ
物
」
～
昭
和
世
代

の
独
り
言
～

講
師　
茨
城
県
立
大
洗
高
等
学
校

　
　
　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
監
督

　
　

有
國
　
浄
光 

氏

山
口
県
立
防
府
高
校
、
武
蔵
野
音
楽
大

学
を
経
て
昭
和
五
十
年
に
茨
城
県
立
大
洗

高
校
着
任
。
以
来
五
十
一
年
間
に
わ
た
っ

て
同
校
吹
奏
楽
部
・
マ
ー
チ
ン
グ
部
の
指

導
、
育
成
に
あ
た
る
。
平
成
二
十
一
年
、

茨
城
県
教
育
委
員
会
か
ら
Ｍ
Ｔ
（
マ
イ
ス

タ
ー
オ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
の
表
彰
を
受

け
る
。
平
成
三
十
年
、

文
部
科
学
省
よ
り
優
秀

教
員
表
彰
。
令
和
元
年
、

文
化
庁
長
官
表
彰
を
受

け
る
。

壇
上
で
大
洗
高
校
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

期
日　
令
和
七
年
十
月
二
十
七
日
（
月
）

～
二
十
八
日
（
火
）

会
場　
水
戸
市
民
会
館（
茨
城
県
水
戸
市
）

参
加　
四
百
十
一
名
（
う
ち
栃
幼
連
加
盟

園
か
ら
は
十
五
名
）

十
月
二
十
八
日
（
火
）
は
四
つ
の
研
究

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

一
、『
創
り
だ
そ
う
、
こ
ど
も
の
未
来
を

拓
く
良
質
な
乳
幼
児
期
の
教
育
を
』

二
、『
幼
児
教
育
の
質
に
対
す
る
振
興
を

考
え
る
質
向
上
の
プ
ラ
ン
へ
「
良
い

幼
児
教
育
の
質
と
は
」
質
の
評
価
ス

ケ
ー
ル
な
策
定
は
可
能
か
？
』

三
、『
あ
な
た
の
園
は
そ
の
時
ど
う
動
く

か　

～
安
心
・
安
全
な
保
育
の
た
め

の
管
理
者
の
備
え
』

四
、『
〇
，
一
，
二
歳
児
の
保
育
・
教
育

を
考
え
る
～
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

育
ち
と
は
～
』

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
で
研
修

し
、
有
意
義
な
二
日
間
と
な
っ
た
。

　
栃
木
米
の
寄
贈
　

十
月
二
十
九
日
（
水
）

今
年
も
、
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会 

栃

木
県
本
部
（
Ｊ
Ａ
全
農

と
ち
ぎ
）
様
よ
り
、
栃

木
産
米
三
銘
柄(

コ
シ

ヒ
カ
リ
・
な
す
ひ
か
り
・

と
ち
ぎ
の
星)

が
贈
呈

さ
れ
、
栃
幼
連
に
加
盟

す
る
園
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
ず
つ
配
布
さ
れ
た
。

米
の
価
格
の
高
騰
が
騒
が
れ
て
い
る

中
で
あ
っ
て
も
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
県
が
誇
る
新
米
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
食
育
の
取
り
組
み

が
継
続
さ
れ
た
。

給
食
や
お
や
つ
と
し

て
提
供
す
る
な
ど
、
栃

木
米
を
通
し
た
食
育

活
動
が
各
園
そ
れ
ぞ

れ
に
広
が
っ
た
。
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設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日（
金
）

会
場　
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮（
大
和
・
西
）

参
加　

七
十
一
名

内
容　
「
持
続
可
能
な
園
経
営
～
今
い

　
　
　
　

る
教
職
員
を
活
か
す
～
」

講
師　

株
式
会
社
福
祉
総
研
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｓ

　

Ｔ
Ａ
コ
ン
サ
ル
チ
ー
ム

社
会
保
険
労
務
士
法
人
人
材
総
研
役
員

園
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

安
岡
　
知
子 

氏

栃
木
県
は
未
就
園
児
が
減
少
し

て
い
る
中
、
人
口
の
流
出
が
増
加

し
て
お
り
、
特
に
女
性

が
男
性
の
三
倍
県
外
へ

転
出
し
て
し
ま
っ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

ま
た
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
の
養
成

校
は
減
少
し
て
お
り
、
採
用
難
は
解
消
し

な
い
。
そ
こ
で
、
今
い
る
教
職
員
を
も
っ

と
生
か
す
こ
と
で
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
。

ま
ず
、
パ
ー
ト
職
員
を
正
規
に
登
用
す

る
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
の
正
社
員
化
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、

パ
ー
ト
職
員
の
勤
務
時
間
増
加
と
私
学
共

済
加
入
に
よ
り
、
同
じ
く
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
助
成
金
の
処
遇
改
善
支
援
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
申
請
す
る
た
め
に
は
、

園
が
県
の
労
働
局
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計

画
を
提
出
し
、
園
に
正
社
員
化
規
定
が
無

い
場
合
は
、
労
働
局
と
相
談
し
な
が
ら
就

業
規
則
等
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
小
企
業
の
有
期
雇
用
労
働
者
は
、

条
件
に
よ
っ
て
は
年
八
十
万
円
の
助
成
金

が
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
育
児
を
支

え
る
新
た
な
制
度
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
、

出
生
後
休
業
支
援
給

付
、
育
児
時
短
就
業

給
付
が
創
設
さ
れ
た
。

園
が
申
請
し
本
人
が

も
ら
え
る
給
付
金
で
、
離
職
を
防
ぐ
一
助

と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
介
護
離
職
防
止
の

た
め
の
制
度
も
充
実
し
て
お
り
、
教
職
員

が
介
護
休
業
を
取
得
し
た
場
合
や
、
業
務

代
替
要
員
を
雇
用
し
た
場
合
な
ど
に
助
成

金
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ

の
場
合
も
育
休
や
介
護
休
暇
の
取
得
・
職

場
復
帰
を
支
援
す
る
と
い
う
方
針
を
教
職

員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

就
業
規
則
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
職
務
に
関
連
し
た
専
門
的
な

知
識
や
技
能
の
習
得
の
た
め
、
園
が
計
画

に
沿
っ
て
教
職
員
に
研
修
の
場
を
設
け
た

場
合
、
人
材
開
発
支
援
助
成
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
財
源
が

雇
用
保
険
で
あ
る
た
め
、
教
職
員
は
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
県
の
労
働
局
に
人
材
育
成
訓
練

計
画
書
を
出
し
、
訓
練
終
了
日
の
二
か
月

以
内
に
必
要
書
類
を
労
働
局
に
提
出
す

る
。経

費
助
成
率
は
正
規
雇
用
で
あ
れ
ば
通

常
で
四
十
五
％
、
賃
金
助
成
率
は
一
人
一

時
間
当
た
り
八
百
円
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
職
員
配
置
の
見
直
し
を
図
る

こ
と
で
、
現
場
の
不
足
感
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一　

職
員
一
人
ひ
と
り
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
ロ
ス
時
間
は
な
い
か

二　

そ
の
業
務
を
実
施
す
る
「
時
間
帯
」

「
担
当
者
」
「
業
務
内
容
自
体
」
が

適
切
か

第
三
十
九
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会
　神
奈
川
大
会

第
三
十
九
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会
　神
奈
川
大
会

講　
師　
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部

准
教
授　

大
木
　
聖
子 

氏

研
修
Ⅳ 

各
県
情
報
交
換
会

分
科
会
①　
各
県
行
政
＆
団
体
代
表
者
に

よ
る
情
報
交
換
会

分
科
会
②　
市
町
村
対
応
に
関
す
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

令
和
八
年
度
概
算
要
求
で
は
、

大
き
く
三
つ
の
柱
を
も
と
に
解
説

さ
れ
た
。

一
．
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育

の
質
的
向
上
を
支
え
る
自
治
体
へ
の

支
援

二
．
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
関
す
る
調

査
研
究
等

三
．
幼
児
教
育
の
質
を
支
え
る
教
育
環
境

の
整
備

来
年
四
月
か
ら
本
格
始
動
が
始
ま
る

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
留
意
点

と
し
て
、
一
時
預
か
り
事
業
と
の
違
い
が

述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
の

成
長
の
た
め
に
「
通
う
」
と
い
う
考
え
を

基
本
と
す
る
の
に
対
し
、
一
時
預
か
り
事

業
は
「
保
護
者
の
立
場
か
ら
の
必
要
性
」

に
対
応
す
る
た
め
「
預
け
る
」
と
い
う
考

え
を
基
本
と
す
る
。

各
県
情
報
交
換
会

で
は
、
物
価
高
騰
対

策
や
、
医
療
的
ケ
ア

看
護
職
員
配
置
の
補

助
が
新
た
に
導
入
さ

れ
て
き
た
県
が
増
え

て
き
た
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

期
日　
令
和
七
年
十
一
月
六
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
七
日
（
金
）

会
場　
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
横
須
賀

参
加　
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
関
東

地
区
会
・
神
奈
川
地
区
会
会
員
お
よ
び
各

県
私
学
行
政
担
当
者

お
よ
び
神
奈
川
県
内

私
立
幼
稚
園
の
設
置

者
・
理
事
長
・
園
長

計
百
十
六
名
（
う
ち

栃
木
県
は
栃
幼
連
九

名
、
県
行
政
担
当
官

一
名
）

協
議
会
テ
ー
マ

『
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
し
～
幼
稚
園

だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
活
か
し
て
～
』

研
修
Ⅰ 

テ
ー
マ
「
令
和
八
年
度
概
算
要
求
に
つ
い

て
」

講　
師　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　
　
　

幼
児
教
育
課　

課
長

　

石
田
　
善
顕 

氏

テ
ー
マ
「
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ

い
て
」

講　
師　
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局

保
育
政
策
課　

山
口
　
貴
史 

氏

研
修
Ⅱ

テ
ー
マ
「
小
栗
上
野
介
と
横
須
賀
製
鉄
所

―
横
須
賀
一
番
物
語
―
」

講　
師　
横
須
賀
開
国
史
研
究
会

会
長　

山
本
　
詔
一 

氏

研
修
Ⅲ

テ
ー
マ
「
そ
の
避
難
訓
練
形
骸
化
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
―
防
災
を
教
育
に

変
え
る
園
経
営
戦
略
―
」
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三　

教
育
標
準
時
間
以
外
の
ク
ラ
ス
編

成
、
部
屋
割
り
が
適
切
か

四　

教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
出
勤
時
間
、

退
勤
時
間
が
適
切
か

五　

園
全
体
の
職
員
数
が
適
切
か

以
上
の
五
つ
の
観
点
で
改
善
個
所
を
洗

い
出
し
、
業
務
を
見
直
す
こ
と
で
、
教
育

保
育
の
質
と
教
職
員
の
安
定
を
図
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
補
助
金
申
請
に
関
す
る

こ
と
や
業
務
改
善
に
関
し
て
は
専
門
家
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
　
日　
令
和
七
年
十
一
月
十
三
日（
木
）

会
　
場　

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

　
　
　
　
　
（
大
会
議
室
二
〇
一
）

参
　
加　

七
十
四
名

テ
ー
マ 

「
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
に
関
す
る
政
策
的
課
題
〜

幼
保
行
政
に
関
す
る
国
か
ら

の
最
新
情
報
に
つ
い
て
〜
」

講
　
師　

学
校
法
人
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園　

　
　
認
定
こ
ど
も
園
マ
ハ
ヤ
ナ
幼
稚
園

理
事
長
・
園
長　

石
田
　
明
義 

先
生

日
本
の
出
生
数
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
二
〇
二
三
年
に
は
過

去
最
低
を
記
録
し
た
。

こ
の
深
刻
な
少
子
化
は

保
育
・
幼
児
教
育
の
現

場
に
直
接
的
な
影
響
を

与
え
、
保
育
施
設
の
倒
産
件
数
は
過
去
最

多
と
な
り
、
幼
稚
園
に
お
い
て
も
廃
園
・

閉
園
が
相
次
ぐ
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た

厳
し
い
背
景
を
踏
ま
え
、
国
は
こ
れ
ま
で

の
待
機
児
童
解
消
を
目
的
と
し
た
「
量
の

拡
充
」
中
心
の
政
策
か
ら
、
保
育
の
「
質

の
向
上
」
へ
と
明
確
に
政
策
転
換
を
図
っ

た
。
子
ど
も
の
数
に
依
存
し
た
補
助
金
体

系
か
ら
、
質
を
評
価
軸
と
し
た
財
源
投
入

へ
と
移
行
し
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
運

営
体
制
を
整
え
る
方
針
で
あ
る
。

し
か
し
、「
保
育
の
質
」
を
ど
の
よ
う

に
定
義
し
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は

大
き
な
論
点
で
あ
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
は

第
三
者
評
価
モ
デ
ル
と
し
て
「
評
価
ス

ケ
ー
ル
」
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
国
が
定
め
る
単
一
基
準
で
現

場
を
測
る
こ
と
へ
の
懸
念
は
根
強
い
。
さ

ら
に
、
二
〇
二
五
年
度
に
は
日
本
版
Ｄ
Ｂ

Ｓ
の
導
入
や
処
遇
改
善
加
算
の
要
件
見
直

し
、「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
検

討
な
ど
、
制
度
改
革
が
連
続
し
て
進
行
し

て
お
り
、
園
運
営
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
。

現
場
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
営
圧

迫
、
人
材
不
足
、
特
別
支
援
児
の
増
加
へ

の
対
応
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
が
重
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
協
調
性

や
自
制
心
と
い
っ
た
非
認
知
能
力
の
育
成

を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
園
庭
の
緑
地
化

が
子
ど
も
の
健
康
に
良
い
影
響
を
与
え
る

と
い
っ
た
研
究
成
果
も
示
さ
れ
、
豊
か
な

教
育
・
保
育
環
境
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。現

在
、
幼
児
教
育
を
包
括
的
に
扱
う
法

律
は
存
在
せ
ず
、
教
育
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
す
る
た
め
「
幼

児
教
育
振
興
法
」
の

制
定
に
向
け
た
議
論

も
進
む
。
少
子
化
が

続
く
中
で
、
保
育
・

教
育
の
価
値
を
高
め

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め

に
は
、
国
・
自
治
体
・

各
園
が
連
携
し
、
子

ど
も
を
中
心
に
据
え

た
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
第
二
回
『
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修
』

期
　
日　

令
和
七
年
九
月
九
日
（
火
）

会
　
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
　
加　

七
十
五
名

テ
ー
マ  「
気
持
ち
の
伝
わ
り
あ
う

　
　
　
　
　
　

保
護
者
支
援
を
考
え
る
」

講
　
師　

恵
泉
女
学
園
大
学

　
　
　
　
　

人
間
社
会
学
部

　

准
教
授　

丸
橋
　
亮
子 

氏

丸
橋
先
生
の
心
温
ま
る
励
ま
し

の
お
言
葉
を
も
ら
い
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

た
研
修
が
行
わ
れ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
情
報

が
溢
れ
て
い
る
世
の
中

で
あ
り
、
年
々
現
場
で
の
保
護
者
へ
の
細

や
か
な
対
応
が
増
え
て
き
て
い
る
。
集
団

生
活
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
り
う
る
出
来
事
や

困
り
感
の
中
で
、
起
こ
っ
た
後
は
受
け
入

れ
が
た
い
が
起
こ
る
前
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
共
通
認
識
に
つ
な
が
り
、
子
ど

も
が
成
長
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
作
る

ベ
ー
ス
と
な
る
よ
う
だ
。

気
持
ち
の
伝
わ
り
あ
う
保
護
者
支
援
と

は
、
日
々
子
ど
も
の
姿
を
通
し
て
育
ち
へ

の
「
願
い
・
目
標
を
共
有
（
協
力
関
係
に

な
れ
る
）」
し
、「
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
」

こ
と
で
「
信
頼
関
係
が
強
ま
る
」
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
と
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。

会
話
を
通
し
て
、

日
々
私
た
ち
が
で
き
る

保
護
者
の
最
善
の
支
援

で
あ
る
と
受
け
止
め
実

践
し
て
い
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

第
三
回
『
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修
』

期
日　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）

会
　
場　
コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
　
加　

七
十
八
名

テ
ー
マ  『
保
育
の
場
に
お
け
る

　
　
　
　
　

〇
・
一
・
二
歳
児
の
遊
び
』

講
　
師　

玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

乳
幼
児
発
達
学
科
・
教
授

　
　
　
　
　

玉
川
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　
　
　
　
　

・
脳
科
学
研
究
科
兼
担

岩
田
　
恵
子 

氏

「
子
ど
も
は
自
ら
育
っ
て
ゆ
く

存
在
」
と
い
う
こ
と
か
ら
研
修
は

始
ま
っ
た
。
発
達
に
は

一
定
の
順
序
の
な
か
に

も
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
、
そ

の
達
成
の
裏
に
は
、そ
の
子
な
り
の
訳（
好

き
）
が
あ
る
。
子
ど
も
自
身
が
好
ん
で
繰

り
返
し
、
自
分
で
分
か
っ
て
い
く
と
い
う

過
程
で
は
、
子
ど
も
が
何
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
子
の
し
て
い
る
こ
と

の
意
味
を
探
り
な
が
ら
、
温
か
く
・
応
答

的
・
受
容
的
に
関
わ
り
合
う
こ
と
。
す
な

わ
ち
「
発
達
に
応
じ
る
」
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
相
手
を
気
遣

い
、
働
き
か
け
を
す
る
実
験
結
果
が
示
さ

れ
、
子
ど
も
が
見
よ
う
と
し
て
い
る
世
界

を
関
わ
り
の
な
か
で
見
つ
け
、「
一
緒
に
」

そ
の
世
界
に
出
合
う
よ
う
な
姿
勢
「
二
人

称
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
重
視
さ
れ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
モ
ノ
に
対
し
て
も
能
動

的
か
つ
多
様
に
関
わ
る
。
自
身
の
働
き
か

け
と
そ
の
多
様
な
結
果
に
、
赤
ち
ゃ
ん
な

り
の
対
話
と
学
び
が

あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
身
近
に
あ
る

モ
ノ
と
の
じ
っ
く
り

と
し
た
対
話
は
、
学

び
で
あ
り
遊
び
で
も

あ
る
。
そ
こ
で
は
、

赤
ち
ゃ
ん
が
お
も
し
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続
い
て
二
人
組
で
「
こ
ぶ
た
さ
ん
の
お

う
ち
」
を
歌
い
な
が
ら
行
っ
た
。
親
子
体

操
な
ど
で
も
使
え
る
シ
ン
プ
ル
な
活
動
だ

が
、
三
匹
の
子
ぶ
た
な
ど
の
劇
で
も
使
え

そ
う
な
曲
で
、
こ
ち
ら
も
楽
し
ん
で
行
え

た
。最

後
は
「
お
や
さ
い
む
ら
の　

は
や
お

き
さ
ん
」
と
「
な
っ
と
う　

と
う
さ
ん
」。

食
べ
物
の
手
あ
そ
び
で
、
歌
に
合
わ
せ
て

野
菜
に
変
身
、
食
育
に
も
繋
が
る
よ
う
な

楽
し
い
手
あ
そ
び
で
あ
り
、
ま
た
年
齢
ご

と
に
変
化
さ
せ
た
り
、
野
菜
の
種
類
を
変

え
る
ア
レ
ン
ジ
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、
一

つ
覚
え
る
だ
け
で
色
々
な
場
面
で
活
用
で

き
る
手
あ
そ
び
で
あ
っ
た
。

今
回
の
テ
ク
ニ
カ
ル
は
終
始
身
体
を

使
っ
て
の
手
あ
そ
び
・
歌
あ
そ
び
だ
っ
た

が
、
中
澤
氏
は
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
話

が
う
ま
く
で
き
な
い
子
や
、
友
だ
ち
と
関

わ
る
こ
と
が
苦
手
な
子
で
も
、
や
っ
て
い

く
う
ち
に
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
け
る

た
め
の
方
法
と
し
て
、
自
身
の
話
も
交
え

な
が
ら
多
く
の
手
あ
そ
び
・
歌
あ
そ
び
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
第
二
回 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座 

期
日　

令
和
七
年
九
月
三
日
（
水
） 

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
） 

参
加
　
八
十
八
名 

内
容　
「
子
ど
も
理
解
を
深
め
る
記
録

と
実
践
～
遊
び
心
あ
る
保
育
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
に
～
」 

講
師　

白
鷗
大
学 

准
教
授

 

山
路
　
千
華 

氏 

保
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
子

ど
も
の
発
達
状
況
や
課
題
を
客
観

的
に
捉
え
、
評
価
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

保
護
者
・
職
員
・
専
門

機
関
と
情
報
を
共
有

し
、
子
ど
も
の
背
景

や
性
格
、
そ
の
子
な

り
の
姿
を
理
解
す
る

こ
と
が
土
台
と
な
る
。

ま
た
、
自
分
の
保
育

を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
理
解
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え
る

姿
勢
も
大
切
で
あ
る
。

保
育
の
現
場
は
、日
々
変
化
が
大
き
く
、

常
に
臨
機
応
変
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
計
画
を
立
て
て

も
、
実
行
時
に
は
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
ウ
ー
ダ
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
観
察
（
Ｏ
ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
）」
か

ら
始
ま
る
た
め
、
子
ど
も
の
変
化
に
即
応

で
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
保
育
現
場
に

向
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
保
育
の
振
り
返
り
に
は
、
Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｐ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
記

録
が
整
理
し
や
す
く
な
り
、
共
有
の
際
に

も
要
点
が
伝
わ
り
や
す
く
な
る
。
保
育
者

の
主
観
と
子
ど
も
の
客
観
的
な
姿
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
捉
え
ら
れ
る
方
法
で
あ
り
、

日
々
変
わ
る
子
ど
も
の
姿
に
寄
り
添
っ
た

振
り
返
り
が
可
能
に
な
る
。 

と
は
い
え
、
保
育
の
現
場
は
忙
し
く
、

記
録
に
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
は
難
し

い
。
そ
こ
で
、
写
真
や
動
画
な
ど
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
活
用
し
、「
チ
ャ
チ
ャ
っ
と
」

短
時
間
で
記
録
で
き
る
方
法
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
継

続
で
き
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
。 

最
後
に
重
要
な
の
は
、
記
録
を
〝
残
し

て
終
わ
り
〟
に
せ
ず
、
見
え
る
化
し
て
共

有
す
る
こ
と
。園
全
体
で
記
録
を
活
用
し
、

子
ど
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
保
育
の

質
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
く
。

ろ
が
る
世
界
の
豊
か
さ
に
気
づ
き
、
共
に

そ
の
世
界
を
お
も
し
ろ
が
れ
る
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
。

子
ど
も
の
世
界
を
と
も
に
お
も
し
ろ
が

り
な
が
ら
対
話
を
重
ね
て
い
く
こ
と
は

「
学
び
」
へ
と
繋
が
る
。
ま
た
、
保
育
者

自
身
の
学
び
や
視
点
の
変
容
も
促
し
、
出

来
事
の
拾
い
方
・
作
り
方
で
「
話
題
（
エ

ピ
ソ
ー
ド
）」
も
変
わ
り
、
子
ど
も
が
多

様
に
「
見
え
て
」
く
る
よ
う
に
も
な
る
。

可
視
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
保
育

ウ
ェ
ブ
は
、
子
ど
も
の
遊
び
や
活
動
に
お

い
て
大
切
に
し
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心

に
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
、
予
測
し
た

姿
な
ど
、
連
想
さ
れ
る
様
々
な
事
柄
を
連

続
的
・
発
展
的
に
書
き
加
え
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
可
視
化
に
よ
り
、
子
ど
も
の
興

味
・
関
心
、
実
態
に
沿
っ
た
計
画
に
も
役

立
つ
。
ま
た
、
複
数
人
で
書
き
込
め
る
た

め
話
し
易
く
、互
い
に
共
有
や
考
え
合
い
、

振
り
返
り
が
で
き
る
。
ま
た
、
引
継
ぎ
や

記
録
、
日
誌
に
も
用
い
ら
れ
る
。

乳
児
の
発
達
や
理
解
を
基
に
、
乳
幼
児

の
世
界
を
と
も
に
味
わ
う
こ
と
の
意
義
や

面
白
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
よ
り
深
く
そ

の
世
界
を
垣
間
見
る
た
め
の
手
立
て
を
学

べ
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
第
三
回 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日
　
令
和
七
年
十
月
十
五
日
（
水
）

会
場　

パ
ル
テ
ィ（
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

参
加
　
八
十
五
名

内
容　

～
心
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
～

心
を
つ
な
ぐ
楽
し
い
手
あ
そ

び
・
歌
あ
そ
び

講
師　

表
現
遊
び
研
究
家

　
　

中
澤
　
淑
江 

氏

日
々
の
保
育
の
中
で
よ
く
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
手
あ
そ
び
や
歌

あ
そ
び
は
、
子
ど
も
た

ち
の
前
に
立
つ
先
生
に

と
っ
て
必
要
な
ス
キ
ル

の
一
つ
だ
。
今
回
は
、

表
現
遊
び
研
究
家
の
中
澤
淑
江
氏
に
手
あ

そ
び
・
歌
あ
そ
び
を
学
ん
だ
。
ま
さ
に
テ

ク
ニ
カ
ル
講
座
に
ふ
さ
わ
し
く
、
座
学
は

ほ
ぼ
な
く
、
手
あ
そ
び
・
歌
あ
そ
び
を
数

多
く
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
ち
な
み
に

中
澤
氏
は
、
か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
て
放
送
さ

れ
て
い
た
「
に
こ
に
こ
、
ぷ
ん
」
の
ポ
ロ

リ
の
中
の
人
で
あ
る
。

開
始
早
々
に
中
澤
氏
か
ら
、
筆
記
用
具

等
を
置
い
て
く
る
よ
う
話
が
あ
っ
た
。
つ

ま
り
こ
こ
か
ら
は
何
か
を
メ
モ
し
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
体
を
動
か
し
続
け
る
と
い

う
こ
と
だ
。
広
い
体

育
館
の
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
で
、
ま
ず
は

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を

か
ね
て
二
人
で
握
手
。

し
か
も
、
三
回
ま
で

の
う
ち
で
、
お
互
い

が
何
回
握
る
か
を
伝

え
ず
に
握
り
合
う
。
こ
れ
だ
け
で
も
十
分

打
ち
解
け
、
す
ぐ
に
活
動
に
移
る
。
ま
ず

は
「
さ
あ　

み
ん
な
で
」
の
曲
か
ら
、
一

列
に
並
ん
で
隣
の
人
の
肩
や
膝
、
さ
ら
に

一
人
先
の
人
を
叩
い
た
り
と
、
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
で
和
ん
だ
関
係
の
先
生
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
始
め
ら
れ
た
。
次
は
「
え
は
が

き
ヤ
ギ
さ
ん
」
で
、
背
中
に
文
字
を
書
い

た
り
切
手
を
貼
っ
た

り
と
、
手
紙
を
書
く

仕
草
が
面
白
い
。
子

ど
も
た
ち
同
士
で
も
、

手
紙
や
文
字
が
わ
か

ら
な
く
て
も
友
だ
ち

同
士
で
楽
し
く
で
き

る
だ
ろ
う
。
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遅
れ
た
場
合
は
連
絡
を
入
れ
る
な
ど
生
活

リ
ズ
ム
を
重
視
し
て
い
る
。

毎
朝
年
齢
ご
と
に
体
操
を
行
い
、
体
を

ほ
ぐ
し
て
か
ら
遊
び
に
入
る
流
れ
が
定
着

し
て
い
た
。

職
員
は
毎
日
十
四
時
に
会
議
を
行
い
、

時
間
と
場
所
を
固
定
し
た
配
置
で
子
ど
も

を
支
え
て
い
る
。
行
事
や
参
観
も
保
護
者

参
加
型
で
、
乳
児
と
幼
児
の
園
庭
を
分
け

つ
つ
、
今
後
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
る

様
子
で
あ
っ
た
。

理
事
長
の
「
何
で
も
自
由
で
は
な
く
、

一
つ
で
も
良
い
体
験
を
さ
せ
た
い
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

二
日
目
に
訪
問
し
た
な
ご
み
こ
ど
も
園

で
は
、
園
長
の
志
賀
口
先
生
に
よ
る
講
話

と
園
内
視
察
を
通
じ
て
保
育
と
経
営
の
両

面
で
学
び
を
得
た
。

保
育
で
は
、
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
給
食
や
午

睡
の
時
間
を
個
別
に

対
応
し
、
遊
び
と
生

活
の
個
別
性
を
高
め

る
実
践
が
行
わ
れ
て

い
た
。
園
内
で
は
、

子
ど
も
が
安
心
し
て

主
体
的
に
遊
べ
る
環

境
が
整
え
ら
れ
、
保

育
者
は
丁
寧
に
寄
り

添
っ
て
い
た
。

経
営
面
で
は
、
園

内
で
行
っ
て
い
た
子

育
て
支
援
を
園
外
に

移
し
、
カ
フ
ェ
と
絵
本
・
お
も
ち
ゃ
の
店

を
併
設
し
た
こ
と
で
利
用
登
録
者
数
が
約

七
倍
に
増
加
。「
や
っ
て
い
る
こ
と
が
社

会
に
見
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
見
せ

る
努
力
が
必
要
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
っ
た
。

参
加
　
十
二
名 

一
日
目
の
な
か
ざ
わ
こ
ど
も
園

で
は
、
ま
ず
初
め
に
子
ど
も
た
ち

が
室
内
外
と
も
裸
足
で
活
動
し
て
足
裏
の

感
覚
を
大
切
に
し
て
お
り
、
真
冬
以
外
は

裸
足
で
活
動
す
る
と
の
こ
と
。

園
庭
に
は
高
さ

百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
「
タ
ワ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
遊
具
が

あ
り
、
年
長
児
が
力

強
く
登
る
姿
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
園
庭

は
六
年
前
ま
で
平
坦

だ
っ
た
が
、
一
級
建

築
士
で
こ
ど
も
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
井

上
寿
氏
と
共
に
改
修
さ
れ
、「
食
育
」「
匠
」

「
さ
ん
ぽ
」「
絵
本
」「
集
団
」「
ア
ト
リ
エ
」

「
粘
土
」
な
ど
の
エ
リ
ア
保
育
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

制
作
活
動
は
一
斉
に
行
わ
ず
、
子
ど
も

が
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
り
組
め
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

運
動
会
で
は
保
護
者
も
参
加
し
、
写
真

撮
影
は
園
が
依
頼
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
み

が
行
う
な
ど
、
自
然
体
の
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。
園
庭
の
遊

具
に
は
木
材
を
多
く
使
用
し
、
先
生
と
保

護
者
が
協
力
し
て
ひ
さ
し
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
す
る

な
ど
環
境
づ
く
り
に
も
工
夫
が
見
ら
れ

た
。

二
園
目
の
こ
ど
も

園
こ
と
り
は
な
か
ざ

わ
こ
ど
も
園
と
経
営

者
が
親
子
で
、
同
じ

教
育
方
針
だ
が
地
域

に
合
わ
せ
た
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。

登
園
時
間
を
八
時

三
十
分
ま
で
と
し
、

高
等
専
修
学
校
も
運

営
さ
れ
、
そ
の
ど
れ

も
が
「
卒
園
・
卒
業

後
に
通
え
る
学
校
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
保
護
者
の
要
望

か
ら
設
立
さ
れ
、
卒

業
後
に
は
社
会
的
自

立
が
図
れ
る
よ
う
な

一
貫
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

視
察
は
、
午
前
中
に
年
中
、
年
長
児
と

Ａ
Ｓ
Ｄ
児
が
通
う
武
蔵
野
東
第
一
幼
稚

園
、
午
後
は
三
歳
未
満
児
、
年
少
児
が
通

う
第
二
幼
稚
園
を
見
学
し
、
最
後
に
加
藤

先
生
に
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
。
第
一
幼

稚
園
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
ク
ラ
ス
で
の
保
育

の
様
子
や
通
常
児
と
の
交
流
の
様
子
を
見

た
が
、
最
初
に
「
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
が
共
に
生
活

す
る
こ
と
で
、
互
い
に
落
ち
着
い
て
生
活

で
き
る
」
と
の
説
明
を
受
け
た
。
に
わ
か

に
は
信
じ
ら
れ
な
い
そ
の
光
景
を
目
の
当

た
り
に
し
て
感
銘
を
受
け
、
定
型
発
達
児

と
の
交
流
の
自
然
さ
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
理
想
を
見
た
よ
う
な
気
が
し

た
。
園
訓
の
一
つ
で
あ
る
「
み
ん
な
な
か

よ
し
」
の
「
み
ん
な
」
に
は
多
様
な
子
ど

も
像
が
含
ま
れ
て
お
り
、
武
蔵
野
学
園
ら

し
い
教
育
を
物
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、
先

生
方
で
話
し
合
っ
て
今
年
の
保
育
テ
ー
マ

を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
環
境
設

定
と
保
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
様
子
も
勉

強
に
な
っ
た
。

　
　
青
年
部
県
外
視
察
研
修
会

期
日　

令
和
七
年
十
月
二
十
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
二
十
一
日
（
火
）

会
場　

静
岡
県
浜
松
市

　
　
　
　
　

な
か
ざ
わ
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　

こ
ど
も
園
こ
と
り

　
　
　
　
　

な
ご
み
こ
ど
も
園 

  
資
質
向
上
研
修

期
日　

令
和
七
年
九
月
四
日
（
木
）

会
場　

武
蔵
野
東
第
一
・
第
二
幼
稚
園

参
加
　
二
十
一
名

今
回
の
視
察
先
は 

、
東
京
都

武
蔵
野
市
の
学
校
法
人
武
蔵
野
東

学
園
が
運
営
す
る
武
蔵
野
東
第
一
・
第
二

幼
稚
園
で
あ
っ
た
。

武
蔵
野
東
学
園
は
、
昨
年
の
「
保
育
セ

オ
リ
ー
講
座
」
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
い
た
加
藤
篤
彦

先
生
が
学
園
長
を
務
め
る
学
校
法
人
で
、

研
修
会
参
加
者
か
ら
レ
ポ
ー
ト
で
「
加
藤

先
生
の
園
を
も
っ
と
知
り
た
い
」「
実
践

の
様
子
を
、
直
接
見
て
み
た
い
」
と
の
声

が
多
く
上
が
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今

回
の
視
察
研
修
を
お
願
い
し
た
。
実
際
に

視
察
に
参
加
さ
れ
た
方
は
前
回
の
研
修
会

で
学
ば
れ
た
方
も
多
く
、
講
話
と
視
察
の

相
乗
効
果
で
よ
り
深
い
学
び
と
な
っ
た
。

武
蔵
野
東
幼
稚
園
は
設
立
当
初
よ
り
Ａ

Ｓ
Ｄ
児
を
受
け
入
れ
、
混
合
教
育
（
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
）を
実
践
さ
れ
て
き
た
。

Ａ
Ｓ
Ｄ
児
の
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
の
特
性

や
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
教
育
が
な
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
が
通
常

ク
ラ
ス
の
保
育
に
参
加
し
、
園
行
事
や
日

常
の
園
生
活
で
一
緒
に
過
ご
す
場
が
設
け

ら
れ
る
、
真
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
を
六
十

年
以
上
も
実
践
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
教
育
を
求

め
、
全
国
各
地
か
ら
Ａ

Ｓ
Ｄ
児
の
保
護
者
が
転

居
を
し
て
ま
で
入
園
し

て
く
る
。

ま
た
、
武
蔵
野
東
学

園
は
、
幼
稚
園
だ
け
で

な
く
小
学
校
、中
学
校
、
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要　望　事　項 継 ･ 新 現　行 要　望

【要望１】幼稚園運営費補助金の増額（私学助成幼稚園）
運営費補助金の増額は、私学助成幼稚園の経営の安定を図り、教育環境をさら
に充実するためには欠かせません。少子化の進行等により、私学助成 20 園のう
ち、16 園が 3 年連続の赤字となっており、令和 6 年度は 19 園が赤字決算とな
りました。私学助成幼稚園は、このような経営環境の中にあっても、県内の子
どもたちのために、教育の質の向上を図っております。
こうした経営状況では、月額 2,000 円程度の保護者負担の増額を求めざるを得
ない段階に来ているというのが正直なところですが、物価高の現在、保護者に
それを求めることは非常に困難です。
文科省からは令和 7 年度、前年比 1.5％増の補助単価が示されており、これを踏
まえれば年額3,000円/園児1人、月額250円/園児1人の増収が見込まれます。
今年度、県単補助金として年額 10,000 円 / 園児 1 人をいただいておりますが、
令和 8 年度については、月額 1,500 円 / 園児 1 人の県単補助を上乗せいただき、
県単補助を年額 28,000 円としていただくことを要望いたします。

継続
増額要望

園児１人当 / 令和 7 年度
　　　　 212,900 円

　国庫補助＋地方交付税
 　　　　 202,900 円

　県単補助 10,000 円

園児１人当 / 令和 8 年度
230,900 円

  国庫補助＋地方交付税
 　　 202,900 円

（R7 年度）

　県単補助  28,000 円

県の増額予算分
＝ 18,000 円× 1,945 人
＝ 35,010 千円

【要望 2】幼稚園運営費補助金 (処遇改善加算分 )県負担分を 2/3 に
新制度幼稚園・保育所・認定こども園では、園の負担無しに職員の処遇改善が
実現しています。一方、私学助成幼稚園では 1/3 を負担することが求められて
います。このことが赤字経営の私学助成幼稚園では大きな負担となり、残念な
がら教職員の処遇改善がなかなか進まない状況となっております。先般、私学
助成幼稚園の教職員と認定こども園の教職員の給与比較 ( サンプル調査 ) を行っ
たところ、基本給での差はほとんど無かったものの年収ベースでは 50 万円程度
の差があることがわかりました。同じ県内の幼児教育施設で働いているにもか
かわらず、施設類型の違いにより年額 50 万円もの差が生じているのです。
令和 7 年度、栃木県では私学助成幼稚園の処遇改善基準額について月額 9,000
円から上限無しへと制度の見直しをしていただきました。これにより、施設類
型による差を縮めることができる制度となったわけですが、新制度においても、
処遇改善額の 1/3 については自園負担となり、やりたくても財政上無理という
のが私学助成幼稚園の実際の声です。
つきましては、園負担を 0 にして私学助成幼稚園全園で教職員の処遇改善を実
現できますよう、県の負担分を 2/3 に引き上げてくださるよう要望します。

新規 私学助成幼稚園における処
遇改善に対し、国庫負担
1/3、県負担 1/3 補助

県予算 33,792 千円
（うち、県負担 1/2）

16,896 千円

私学助成幼稚園における処
遇 改 善 に 対 し、 国 庫 負 担
1/3、県負担 2/3 補助

県予算 50,688 千円
（うち、県負担 2/3）

33,792 千円

【要望３】子だくさん応援　多子世帯保育料・給食費免除事業費の創設
栃木県では、国の施策に先駆け、平成 28 年度に第３子保育料免除事業費が創
設され、18 歳未満の兄姉から数えて第３子以降の子どもの保育料が無料となり、
転入者の増加につながりました。さらに令和６年度からは第２子保育料が無償化
され、子育て世帯の経済的負担が軽減されました。
要望３は、これらの事業を「子だくさん応援 多子世帯保育料・給食費免除事業費」
に発展させるという提案です。
具体的には、「18 歳未満の子どもが３人以上いれば、就学前の施設に通う子ども
が何番目の子どもであるかにかかわらず、３～５歳の副食費を無料にし、０～２歳
の保育料を無料にする」というものです。子だくさんの世帯を応援するメッセージ
が明確に伝わる事業であり、３人目を生もうという気持ちにさせる画期的な事業で
あります。どうか、国・他県に先んじた施策として発表し「子育てするなら栃木県」
をアピールして「とちぎで子育てしたい」を実現していただくことを要望します。
栃木県では、“ 子だくさんが推奨されている ”、言い方が悪いかも知れませんが “ 子
だくさん家庭が得をする ”“ 子ども２人より３人いた方が経済的に得をする ”、そん
な施策を実現し、強くアピールしていただくことを願います。

新規

発展的
継続

→転入者
増加

→もう一
人！
促進

第２子以降保育料免除 3 人以上子どもがいれば第 1 子
も第 2 子も、保育料と副食費が
免除になる

令和 6 年 8 月 1 日時点で当該事
業の対象となる園児数は、年長児
697 名、 年 中 児 452 名、 年 少
児 287 名、合計 1,437 名でした。
令和 8 年度も同程度の人数と考え
ると、月額 4,500 円×1,437 名
＝ 6,467 千円× 12 カ月
＝年額 77,598 千円
これに、3 人以上の子どものいる0
～ 2 歳の第 1 子、第 2 子の保育
料分を足せば本事業の総予算が算
出される。数はそれほど多くないこと
が想定されます。

【要望４】子育て支援事業等に対する補助金の増額
①　仕事と子育ての両立のために、預かり保育は大変重要です。幼稚園が行う

預かり保育に対する補助金の増額を要望します。
継続 わんぱく保育推進事業 わんぱく保育推進事業

②　未就園児親子教室等の子育て支援活動を通じ、幼稚園が地域の子育ての拠
点として、子育てにおける精神的負担の軽減を図る充実した機能を提供で
きるよう、補助金の増額を要望します。

継続 子育てランド事業 子育てランド事業

【要望５】「栃木県幼稚園連合会補助金」の継続
幼稚園教諭 ･ 保育教諭の資質向上は、教育・保育の質の向上に直接関わります。
本連合会では、幼稚園・認定こども園の教諭 ･ 保育教諭の研修実施、設置者 ･
園長の研修実施を通じて、積極的に教育・保育の質の向上を図っています。
また、本連合会は、「処遇改善に係るキャリアアップ研修」の実施団体として認
定 ( 研修実施主体認定 ) を受けていることから、現在行っている研修については、
分野 ･ 回数 ･ 時間ともに充実した内容で実施しており、応分の経費がかかってい
るところです。つきましては、本連合会の研修会実施に対する補助「栃木県幼稚
園連合会補助金」を継続していただくことを要望します。

継続 7,000 千円 ７,000 千円

●令和 8年度　予算要望書について
　上記５つの要望が新年度の予算獲得に少しでも反映されるよ
う、年明け１月 15日に福田富一知事と池田忠県議会議長に予
算対策要望書を提出・陳情してまいります。
　栃幼連と栃私幼振興財団そして栃幼Ｐ連。この３団体が強く
スクラムを組み少しずつでも前に進み結果を出し続けているの
は、各園の設置者・園長のご理解、ご協力はもとより先生方、
保護者のおかげです。
　より的確で効果的な振興活動となるよう引き続き取り組んで
まいりますので、今後とも皆様の積極的なご協力をよろしくお
願い申し上げます。　　　　　　　　（振興委員長　富川　将）

令 和 8 年 度  予 算 要 望 書
団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　船田　弘和
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受
講
者
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

在
職
十
一
年
目
を
迎
え
る
幼
稚
園
教

諭
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教

諭
を
対
象
に
、六
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
子
ど
も
主
体
の
保
育
」「
幼
小
の
連
携
・

接
続
」「
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
幼

児
・
園
児
の
支
援
の
た
め
に
」「
子
育
て

の
支
援
の
取
組
」
等
、
様
々
な
テ
ー
マ
の

下
、
計
五
十
五
名
が
熱
心
に
研
修
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

第
三
日
は
、
和
洋
女

子
大
学
人
文
学
部
こ
ど

も
発
達
学
科
教
授　

矢

藤
誠
慈
郎
先
生
よ
り「
園

の
安
全
管
理
と
安
全
教

育
」
と
題
し
て
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

子どもたちの気付きに耳
を傾けたい。そして、子
どもの声から活動へつな
げて、一つ一つの活動に
たっぷりと時間をかけてい
きたいと思った。（幼）

子どもの行動や考えを
「おもしろい」と思って
肯定的に関わることが、
特に架け橋期の子どもた
ちに関わる教員には必要
なことだと思った。（小）

幼小で対話する中で、子
どもの学びがつながって
いることが分かった。これ
からも、小学校や他園の
先生方と対話していきた
い。（幼）

教員が与えすぎたり話し
すぎたりすることがあった
ので、子どもたち自身が
気付き体験できるような
環境づくりを意識していき
たい。（小）

幼
稚
園
等
教
職
五
年
目
研
修
第
二
日

保
育
所
保
育
士
研
修
〔
五
年
目
〕

保
育
所
保
育
士
研
修
〔
五
年
目
〕
と
合

同
で
、
九
月
二
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

施
設
類
型
や
国
公
私
立
の
別
な
く
、
五

年
目
な
ら
で
は
の
考
え
や
経
験
、
実
践
等

を
共
有
し
な
が
ら
、研
修
を
進
め
ま
し
た
。

始
め
に
、
大
豆
生
田
啓

友 

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

顧
問
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
、「
子
ど
も
主
体
の
保

育
と
は
」
の
講
話
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、「
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た

集
団
づ
く
り
」「
特
別
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
の
た
め
に
」「
良
好
な
関
係

を
築
く
保
護
者
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て

講
話
・
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
特
性
、
子
ど
も
ら
し
さ
を

理
解
し
肯
定
的
に
捉
え
、
柔
軟
な
視
点
、

価
値
観
を
も
っ
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」

「
保
護
者
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
つ
つ
、

園
の
様
子
を
日
頃
か
ら
伝
え
て
い
き
、
子

ど
も
の
成
長
を
保
護
者
と
共
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
改
め
て
感

じ
た
」
等
の
感
想
が
あ

り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
更
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

合
同
研
修
〔
幼
小
〕

十
一
月
二
十
五
日
に
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。
幼
小
の

先
生
方
が
対
話
を
通
し
て
子
ど
も
の
育
ち

を
共
有
し
、
架
け
橋
期
の
教
育
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
養
う
こ
と
が

目
的
で
す
。

ま
ず
、｢

同
種
の
活

動
か
ら
見
る
架
け
橋

期
の
教
育｣

と
題
し

て
講
話
を
行
い
、
そ

の
後
は
グ
ル
ー
プ
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

同
種
の
活
動
に
視

点
を
置
き
、「
お
も
し

ろ
い
子
ど
も
の
姿
」
を
出
し
合
う
中
で
、

「
共
通
し
た
子
ど
も
の
姿
や
学
び
」
を
見

付
け
、
架
け
橋
期
の
子
ど
も
の
学
び
を
支

え
る
環
境
や
先
生
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
目
の
前
の
子
ど
も
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
幼
小
の
先
生
方
が

自
由
に
話
し
合
う
中
で
「
先
回
り
し
す
ぎ

ず
、
見
守
り
た
い
」「
子
ど
も
の
『
や
り

た
い
』
を
引
き
出
す
保
育
を
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
、
改
め
て
大
切
な
こ
と
を
確
認

し
た
り
新
た
な
視
点
を
も
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修

で
学
ん
だ
こ
と

を
園
内
で
共
有

し
、
園
全
体
で
架

け
橋
期
の
教
育

に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
七
年
度

　
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

〈
幼
小
連
携
部
会
〉

令
和
八
年一月
三
十
日
（
金
）
三
部

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催

テ
ー
マ

｢

架
け
橋
期
の
教
育
実
践
〜
私
が
変
わ
る
、

子
ど
も
が
変
わ
る
〜｣

発
表
①

｢

遊
び
で
つ
な
ぐ
架
け
橋
期
〜
楽
し
い
は

ひ
ら
め
き
の
宝
箱
〜｣

発
表
②

｢

架
け
橋
期
に
お
け
る
教
育
の
つ
な
が
り

を
考
え
る
〜
主
体
的
な
活
動
や
経
験
を

つ
な
ぐ
〜｣

★
小
学
校
と
保
育
所
の
先
生
に
御
発
表
い
た
だ
き
ま
す
。

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
のW

eb

サ
イ
ト
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
五
日
は
、「
指
導

計
画
と
幼
児
・
園
児
の

姿
と
の
つ
な
が
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
宇
都
宮
大

学
共
同
教
育
学
部
附
属

幼
稚
園
で
実
施
し
ま
し

た
。受

講
者
か
ら
は
、「
安
全
管
理
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
園
内
研
修
を
通
し
て
組
織

全
体
で
考
え
て
い
き
た
い
」「
中
堅
の
立

場
を
生
か
し
、
教
育
課
程
や
指
導
計
画
に

つ
い
て
園
全
体
で
評
価
・
改
善
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
等
、
自
身
が
で

き
る
取
組
に
つ
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
の
感
想
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

園
の
中
核
と
し
て
研
修
成
果
を
園
に
還

元
し
て
い
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※各市町で同様の研修を実施してい
る場合、そちらへの参加をもって、
合同研修〔幼小〕の参加としてい
ます。
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編集後記

高
校
生
の
長
女
が
「
大
学
で
も

音
楽
を
続
け
た
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
し
か
し
音
大
で
専
門
的
に
学

ぶ
の
で
は
な
く
、
自
由
に
ピ
ア
ノ

を
弾
く
、
ド
ラ
ム
を
叩
く
、
曲
を

作
り
そ
れ
を
歌
う
。
自
由
に
音
楽

を
表
現
し
た
い
。
音
楽
が
好
き
。
音
楽

に
は
人
の
心
を
動
か
す
力
が
あ
る
。
自

分
の
音
楽
で
た
く
さ
ん
の
人
を
楽
し
ま

せ
た
い
。
自
分
も
豊
か
な
気
持
ち
に
な

り
た
い
。
そ
う
考
え
て
い
る
。
彼
女
が

音
楽
に
接
し
た
の
は
、
幼
稚
園
の
年
中

か
ら
習
い
は
じ
め
た
ピ
ア
ノ
が
は
じ
ま

り
だ
。
そ
れ
か
ら
十
三
年
、
い
ま
彼
女

の
中
で
、
音
楽
は
生
き
る
希
望
や
支
え

と
な
っ
て
い
る
。

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
の
父

の
言
葉
に
「
私
は
翔
平
に
ス
パ
ル
タ
や

強
制
を
い
ち
ど
も
し
た
こ
と
は
な
い
。

野
球
に
は
人
の
心
を
動
か
す
力
が
あ

る
。
翔
平
に
は
野
球
を
心
か
ら
好
き
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
か
っ
た
。」
ス
ポ
ー

ツ
に
も
多
く
の
感
動
や
希
望
、
人
の
人

生
を
変
え
る
力
さ
え
持
っ
て
い
る
。
幼

児
期
に
そ
う
い
う
も
の
に
出
会
う
こ
と

は
、
と
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

子
ど
も
は
い
つ
の
時
代
で
も
、
ど
ん

な
も
の
に
も
興
味
を
示
し
、
意
外
な
も

の
に
夢
中
に
な
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
が

将
来
職
業
に
な
り
生
き
る
支
え
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。出
会
い
っ
て
大
切
。日
々

の
保
育
で
、
目
の
前
の
子
ど
も
の
姿
に
、

将
来
ど
う
い
う
人
生
が
待
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
想
像
を
巡
ら
す
と
楽
し
み
で

仕
方
が
な
い
。

（
認
定
こ
ど
も
園
に
し
だ
幼
稚
園　

西
田　

知
生
）

慶

　事

●
塩
谷
地
区

　十
一
月
八
日

　認
定
こ
ど
も
園 

す
み
れ
幼
稚
園

　創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

令
和
八
年
一
月
〜
三
月
ま
で
の

　事
業
予
定

１
月
７
日 
※

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
１５
日 

※

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

１
月
２１
日 

※

幼
稚
園
等
教
職
５
年
目
研
修

１
月
２２
日 

資
質
向
上
研
修（
幼
小
連
携
）

１
月
２３
日 

設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
２７
日 

※

幼
稚
園・こ
ど
も
園
保
育
所
主
任
等
研
修

１
月
３０
日

　
〜
３１
日 

※

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

２
月
６
日 

※

教
育
実
習
の
在
り
方
研
究
部
会

２
月
１７
日 

幼
小
接
続
推
進
者
研
修

 

　
　
　※

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

１
月
７
日 
※

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
１５
日 

※

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

１
月
２１
日 

※

幼
稚
園
等
教
職
５
年
目
研
修

１
月
２２
日 

資
質
向
上
研
修（
幼
小
連
携
）

１
月
２３
日 

設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
２７
日 

※

幼
稚
園・こ
ど
も
園
保
育
所
主
任
等
研
修

１
月
３０
日

　
〜
３１
日 

※

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

２
月
６
日 

※

教
育
実
習
の
在
り
方
研
究
部
会

２
月
１７
日 

幼
小
接
続
推
進
者
研
修

 

　
　
　※

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

令
和
八
年
度 

主
な
事
業
計
画

５
月
２1
日
　
栃
幼
連 

定
時
総
会

７
月
５
日
　
合
同
就
職
説
明
会

７
月
１０
日
　
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連 

総
会

７
月
３０
〜
３１
日

第
３９
回 

全
日
私
幼
関
東
地
区

　
　
　 

教
研
大
会（
埼
玉
）

８
月
５
〜 

７
日

第
73
回 

栃
木
県
幼
稚
園
教
育

           

研
究
大
会

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

い
る
園
に
お
い
て
は
、
対
象
園
児
が
保
育

さ
れ
た
事
実
確
認
を
す
る
た
め
、
実
施
記

録
（
県
様
式
）
の
外
、
園
で
管
理
し
て
い

る
預
か
り
保
育
の
記
録
（
名
簿
等
）
を
実

績
報
告
書
提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し

て
い
る
園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の

参
加
人
数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
績

報
告
書
提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
補
助
金
の
交
付
に
係
る
根
拠

資
料
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
漏
れ
な
く

県
へ
御
提
出
い
た
だ
く
よ
う
準
備
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診

断
の
実
施
・
耐
震
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
国
庫

補
助
制
度
の
活
用
に
よ
る
耐
震
化
を
促
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
耐
震

化
（
建
替
・
補
強
等
）
を
予
定
す
る
場
合
は
、

市
町
の
担
当
課
も
含
め
て
早
め
に
御
相
談

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
舎
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
の
変
更
交
付
に

当
た
り
、
一
月
上
旬
を
締
め
切
り
と
し
、

一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け
る
在
園
児
数

等
を
御
報
告
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の

一
般
補
助
や
特
別
支
援
教
育
と
地
域
子
育

て
推
進
事
業
の
特
別
補
助
に
係
る
変
更
交

付
申
請
書
（
新
制
度
移
行
園
は
交
付
申
請

書
）
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
、
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
と
も
に
一

月
下
旬
に
御
提
出
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
を
実
施
し
て

地
域
子
育
て
推
進
事
業
に
係
る

実
施
記
録
に
つ
い
て

幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園

教
材
費
等
補
助
金
に
係
る
変
更
交
付

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

一
月
始
業
日
現
在
の
園
児
数
調
べ

の
実
施
に
つ
い
て
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